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　五  

輪  

清  

隆

た
ら
し
て
い
ま
す
。

　長
崎
市
内
で
は
、
３
月
６
日
に
第
６
波

に
よ
る「
ま
ん
延
防
止
策
」は
解
除
さ
れ
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
陽
性
者
は
高
止
ま
り

の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
中
、
小
中
高
学
校
で
は
昨

年
に
引
き
続
き
卒
業
式
・
入
学
式
等
が
縮

小
し
て
の
開
催
、
各
種
行
事
の
延
期
・
中

止
も
あ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
油
断
せ
ず
に

日
常
活
動
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　長
崎
の
ま
ち
は
１

０
０
年
に
一
度
と
も

言
え
る
大
き
な
進
化

の
時
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　昨
年
の
出
島
メ
ッ
セ

長
崎
に
続
き
、
今
年
の

秋
に
は
西
九
州
新
幹
線

が
開
業
し
、
来
年
１
月

４
日
に
は
新
市
庁
舎
が

開
庁
し
ま
す
。

　さ
ら
に
、
こ
れ
か

ら
の
数
年
は
、
長
崎

ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
新

長
崎
駅
ビ
ル
の
建
設

な
ど
民
間
事
業
者
に

よ
る
大
型
事
業
が
進

む
な
ど
、
ま
ち
の
機

能
が
益
々
充
実
し
て

行
き
ま
す
。

　長
崎
市
の
財
政
状
況
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
歳
出

面
で
は
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実
や
経
済

対
策
な
ど
に
財
政
需
要
が
増
加
し
、
歳
入

面
で
は
経
済
活
動
の
停
滞
に
よ
る
市
税
な

ど
の
減
収
に
加
え
、
人
口
減
少
に
伴
う
地

方
交
付
税
の
減
収
な
ど
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
多
額
の
収
支
不
足
が
懸
念
さ
れ
、

厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
で
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
、
新
た
な
自
主
財
源
の
確
保
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
規
模
の
最
適
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
な
ど
に
よ
り
、

歳
入
・
歳
出
の
収
支
ギ
ャ
ッ
プ
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　今
議
会
で
議
会
軽
視
と
捉
え
ら
れ
る
議

案
が
あ
り
ま
し
た
の
で
議
会
最
終
日
に
令

和
４
年
度
予
算
に
対
し
て
意
見
と
付
け
て

賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　議
会
・
議
員
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
と
共
に
、
行
政
に
対
し
て
提
言
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
そ
の
為
に
も
議

員
自
身
が
自
己
研
鑽
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
私
も
行
政
課
題
・
市
民
の
声

を
市
政
反
映
し
て
行
き
ま
す
の
で
、
ご
指

導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　桜
の
花
も
満
開
に
咲
き
そ
ろ
い
、
爽
や

か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
に
て
、
ご

活
躍
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　二
年
前
か
ら
続
く「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
」は
、
い
ま
だ
収
束
の
気
配
を
み

せ
ず
、
私
た
ち
の
ま
ち
長
崎
に
お
い
て
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
大
き
な
不
安
を
与
え
続

け
て
社
会
経
済
活
動
に
著
し
く
停
滞
を
も

「令和４年度一般会計予算」に賛成討論を行う（３月11日）
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ご相談はお気軽に！ い
つ
わ
清
隆
の
主
な
役
職

【
議
会
】

g

環
境
経
済
委
員
会
委
員

g

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
経
済
対
策
特

別
委
員
会

g

長
崎
市
議
会
核
兵
器
廃
絶
議

員
連
盟
会
長

g

長
崎
市
議
会
大
村
湾
横
断
浮
橋

架
橋
推
進
議
員
連
盟
副
会
長

【
行
政
】

g

長
崎
市
行
政
改
革
審
議
会
委
員

【
地
域
】

g

女
の
都
自
治
会
会
長

g

西
浦
上
東
部
地
区
自
治
連
合

会
副
会
長

g

女
の
都
地
区
青
少
年
育
成
協

議
会
顧
問

g

長
崎
市
消
防
団
第
三
分
団
後

援
会
副
会
長

g

長
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
西

浦
上
東
部
支
部
副
支
部
長

【
そ
の
他
】

g

長
崎
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
会
長

g

瓊
浦
高
等
学
校
評
議
員

g

国
民
民
主
党
長
崎
県
連
副
代
表

　私
は
、
昨
年
２
月
定
例
議
会
に
お
い
て
会
派
の
代
表
質
問
で

そ
の
年
の
10
月
29
日
、
野
母
崎
町
に
長
崎
恐
竜
パ
ー
ク
が
供
用

開
始
さ
れ
る
が
、
現
地
に
行
く
に
は
国
道
４
９
９
号
線
だ
け
し

か
な
く
交
通
事
故
が
発
生
し
た
ら
渋
滞
に
な
る
の
で
陸
路
だ
け

で
は
な
く
、
長
崎
港
か
ら
端
島（
軍
艦
島
）経
由
で
恐
竜
パ
ー
ク

へ
の
輸
送
も
観
光
客
誘
致
へ
つ
な
が
る
の
で
、
海
を
使
っ
た
集

客
ル
ー
ト
や
観
光
ル
ー
ト
を
検
討
す
る
よ
う
要
望
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て「
恐
竜
パ
ー
ク
ク
ル
ー

ズ
実
証
実
験
」と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
恐
竜
パ
ー
ク
ク
ル
ー
ズ
実
証
実
験
〉

　長
崎
の
も
ざ
き
恐
竜
パ
ー
ク
の
航
路
に
つ
い
て
、
魅
力
創
造

と
誘
客
の
実
証
実
験
を
行
う
。

⑴
実
施
内
容

　長
崎
港
か
ら
野
母
漁
港
ま
で
の
ク
ル
ー
ズ
事
業
を
民
間
事

業
者
主
体
で
実
施
で
き
る
よ
う
、
航
路
の
魅
力
造
成
、
体
制

整
備
、
運
行
面
及
び
収
支
面
を
確
認
す
る
た
め
の
実
証
実
験

を
行
う
。

⑵
実
施
主
体
：
長
崎
半
島
活
性
化
協
議
会
及
び
民
間
ク
ル
ー
ズ

事
業
者

⑶
経

　
　費
：
１
０
０
万
円

〔◎：委員長　○：副委員長　五十音順　令和４年３月11日〕

市民クラブ 自 民 創 生 明政クラブ 公　明　党 令 和 長 崎 日本共産党 憲　政　会

井上　重久 奥村　修計 佐藤　正洋 永尾　春文 幸　　大助 内田　隆英
西田みのぶ 深堀　義昭 ○ 土屋　美紀 ◎ 林　　広文

（議　長）（10人）

池田　章子 岩永　敏博 ◎ 岩永　福子 福澤　照充 平野　　剛 大石ふみき 浅田　五郎
○ 山谷よしひろ 柿田　　正 武次　良治

（副議長）
（10人）

五輪　清隆 梅元　建治 毎熊　政直 久　八寸志 東　　竜也 中西　敦信
◎ 木森　俊也 ○ 竹田　雄亮 山口まさよし

野口　達也（10人）

梅原　和喜 相川　和彦 筒井　正興 向山　宗子 ○ 平　たけし
中里　泰則 ◎ 山﨑　　猛 中村　俊介 山本　信幸

吉原　　孝
（10人）

梅原　和喜 ○ 柿田　　正 山口まさよし 永尾　春文 幸　　大助
◎ 中里　泰則 吉原　　孝

池田　章子 竹田　雄亮 岩永　福子 ○ 福澤　照充 平野　　剛 中西　敦信
◎ 西田みのぶ 山﨑　　猛 筒井　正興 山本　信幸

（10人）

五輪　清隆 岩永　敏博 佐藤　正洋 久　八寸志 平　たけし 内田　隆英 浅田　五郎
○ 山谷よしひろ ◎ 梅元　建治 中村　俊介

（10人）

井上　重久 ○ 相川　和彦 ◎ 土屋　美紀 林　　広文 東　　竜也 大石ふみき
木森　俊也 奥村　修計 毎熊　政直 向山　宗子
野口　達也（11人）

議会運営
（７人）

ゼロカーボンシティ
長崎推進

ポストコロナ
経済対策

観光客誘致・
受入対策

(１)

総　　務

教育厚生

環境経済

建設水道

（定数） (９) (９) (８) (６) (４) (３)
（議員数）委員会名

令和４年　会派別委員会名簿
会　派　名

特

別

委

員

会

常

任

委

員

会

恐竜パーククルーズ実証実験を行う！恐竜パーククルーズ実証実験を行う！



　
令
和
４
年
第
１
回
長
崎
市
議
会
定
例
会
は
、
２
月
21
日（
月
）か
ら

３
月
11
日（
金
）ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
」「
新
庁
舎
建
設
工
事
費
」「
人
口
減
少
対
策
事
業
」な
ど
総

額
約
２
１
６
７
億
円
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
条
例
改
正
案
・
人
事
案
な
ど
48
件
が
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
又
、
特
別
委
員
会
は「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
イ
長
崎
推
進
」「
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
経
済
対
策
」「
観
光
客
誘
致
・
受
入
対
策
」の
３
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
私
は「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
経
済
対
策
」特
別
委
員
会
に
所

属
し
ま
し
た
。
常
任
委
員
会
は「
環
境
経
済
委
員
会
」所
属
に
な
り
ま

し
た
。

　
又
、
議
会
提
案
で
は「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
対
し
厳

重
に
抗
議
す
る
決
議
」に
つ
い
て
全
会
一
致
で
議
決
後
に
関
係
先
に
要

請
し
ま
し
た
。

　
議
会
最
終
日
に
井
上
重
久
議
長
・
岩
永
敏
博
副
議
長
よ
り
辞
職

願
が
提
出
さ
れ
、
選
挙
の
結
果
、
議
長
に
深
堀
義
昭
議
員
・
副
議
長

に
武
次
良
治
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
２
月
議
会

◆
観
光
施
設
整
備
事
業
費

　
総
合
観
光
案
内
所

…

３
，６
０
０
万
円

　令
和
４
年
秋
に
予
定
し
て
い
る

九
州
新
幹
線
長
崎
駅
舎
の
開
業
に

合
わ
せ
、新
駅
舎
改
札
口
に
長
崎
市

総
合
観
光
案
内
所
を
整
備
す
る
。

◆
企
業
立
地
推
進
費

…

３
億
８
，９
０
６
万
４
千
円

　地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
雇
用
機

会
の
拡
大
に
資
す
る
企
業
立
地
を
促

進
す
る
た
め
、必
要
な
奨
励
措
置
を

講
ず
る
と
と
も
に
、長
崎
県
産
業
振

興
財
団
へ
の
職
員
派
遣
や
情
報
交
換

会
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、 

積
極

的
な
企
業
誘
致
活
動
を
展
開
す
る
。

◆
な
が
さ
き
ウ
ェ
ル
カ
ム
推
進
費

…

６
，６
６
８
万
８
千
円

　移
住
の
専
任
組
織
、相
談
窓
口
を

設
置
し
、移
住
の
相
談
件
数
及
び
移

住
者
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。 

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、全
国
的
に
地
方

移
住
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、テ

レ
ワ
ー
ク
を
経
験
し
、柔
軟
で
多
様

な
働
き
方
が
大
企
業
を
中
心
に
広

ま
っ
て
い
る
。こ
の
機
を
捉
え
て
、

さ
ら
な
る
移
住
者
を
獲
得
す
る
た

め
、徹
底
し
た
移
住
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
。

◆
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事

業
費 …

…
…
 

６
１
２
万
５
千
円

　「農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業｣

の
後
継
と
し
て
新
た
に
新
設
さ
れ

る
50
歳
未
満
の
新
規
就
農
者
に
対

す
る
資
金
面
や
経
営
発
展
へ
の
支

援
を
行
う
事
業
の
活
用
に
よ
り
、次

世
代
を
担
う
農
業
者
の
育
成
・
確
保

に
つ
な
げ
る
も
の
。

◆
中
高
年
新
規
就
農
者
給
付
金
事

業
費…

…
…
…
…
…

５
２
０
万
円

　農
業
次
世
代
人
材
投
資
金
交
付

金
の
対
象
と
な
ら
な
い
中
高
年
層

（
50
歳
以
上
）の
就
農
意
欲
の
喚
起

と
就
農
の
定
着
を
図
る
た
め
、経
営

が
不
安
定
な
就
農
直
後
の
経
費
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、給
付
金
の

交
付
を
行
う
も
の
。

◆
有
害
鳥
獣
対
策
費

…

１
億
１
，１
１
５
万
１
千
円

　イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
等
有
害
鳥
獣
に

よ
る
農
業
及
び
生
活
環
境
へ
の
被
害

対
策
と
し
て
、｢

防
護｣

「
棲
み
分
け
」

「
捕
獲
」の
３
対
策
を
、地
域
ぐ
る
み

の
取
組
み
を
推
進
し
な
が
ら
関
係
機

関
と
連
携
し
行
っ
て
い
る
。 

な
お
、

被
害
相
談
件
数
の
増
加
に
伴
い
、特

に
防
護
対
策
の
充
実
を
図
る
。

（
拡
大
内
容
）市
街
地
全
体
を
守
る

包
括
的
な
視
点
か
ら
、新
設
市
道

を
活
用
し
た
広
域
防
護
の
設
置
を

進
め
、被
害
減
少
の
有
効
性
を
検

証
す
る
。

◆
新
東
工
場
建
設
事
業
費

　（
ご
み
焼
却
施
設
建
設
）

…

１
９
４
億
８
，０
０
０
万
円

　新
東
工
場
の
令
和
８
年
４
月
の

供
用
開
始
を
目
標
に
、ご
み
の
適
正

処
理
を
行
う
と
と
も
に
、ご
み
焼
却

処
理
の
過
程
で
発
生
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と
で

二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）を
削
減
し
、 

地
球
温
暖
化
防
止
へ
貢
献
で
き
る

施
設
と
し
て
、東
工
場
の
建
て
替
え

を
計
画
す
る
。

事
業
期
間
：
令
和
４
年
〜
令
和
７
年

◆
な
が
さ
き
住
み
よ
家
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金…

８
，１
２
８
万
８
千
円

　住
宅
の
居
住
環
境
改
善
や
市
内

の
若
手
技
能
者
の
育
成
と
技
術
の

継
承
を
目
的
と
し
て
、市
内
に
本
社

が
あ
る
法
人
等
に
発
注
す
る
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
要
す
る
費
用

の
一
部
助
成
を
す
る
こ
と
で
、感
染

症
対
策
を
見
据
え
た
非
接
触
型
社

会
へ
の
環
境
整
備（
自
動
水
栓
、 

通

風
式
玄
関
ド
ア
な
ど
）を
進
め
る
。

◆
行
政
提
案
型
協
働
事
業
高
齢
者
等

ご
み
出
し
支
援
費…

95
万
１
千
円

　福
田
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

連
絡
協
議
会
と
協
働
を
行
い
、 

福

田
小
学
校
区（
大
浜
町
、小
浦
町
、福

田
本
町
、小
江
町
）に
お
い
て
、協
議

会
の
選
任
し
た
支
援
員
が
利
用
者

宅
ま
で
ご
み
の
戸
別
収
集
を
行
い

最
寄
り
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

排
出
し
、併
せ
て
希
望
者
に
は
声
か

け
に
よ
る
安
否
確
認
を
行
う
。

　協
働
事
業
を
と
お
し
て
、ご
み
出

し
支
援
を
必
要
と
す
る
方
が
居
住
す

る
地
域
自
体
に
対
応
し
て
も
ら
う
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
、市
全
体

へ
拡
大
で
き
る
か
検
証
を
行
う
。

◆
児
童
福
祉
等
施
設
整
備
事
業
費 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー(

江
平
・
山
里
区
域)

…

（
Ｒ
４
）６
，５
０
０
万
円

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
未
設
置

主
な
予
算
の
内
容

主
な
予
算
の
内
容

令和４年度一般会計予算（総額約２１６７億円）
　　　　条例案・人事案など４８件を可決・同意！
令和４年度一般会計予算（総額約２１６７億円）
　　　　条例案・人事案など４８件を可決・同意！

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
は
、
国
際
社
会
の
秩
序
を
失

わ
せ
、 

世
界
の
平
和
と
安
全
を
著
し
く
脅
か
す
、 
明
ら
か
に
国
連
憲

章
に
違
反
し
た
暴
挙
で
あ
る
。

　
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
際
し
た
演
説

に
お
い
て
、 

核
兵
器
の
使
用
を
示
唆
す
る
発
言
を
し
た
。

　
核
の
威
力
を
背
景
に
威
嚇
し
、
武
力
に
よ
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵
略

し
よ
う
と
す
る
ロ
シ
ア
の
行
為
は
、
核
不
拡
散
条
約(

Ｎ
Ｐ
Ｔ)

に
基

づ
き
各
国
が
50
年
以
上
核
軍
縮
に
取
り
組
ん
で
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
を

無
力
化
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
容
認
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。

　
私
た
ち
長
崎
市
民
は
、 

人
類
が
二
度
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
ぬ

よ
う
、「
長
崎
を
最
後
の
被
爆
地
に
」と
訴
え
続
け
て
き
た
。 

決
し
て
、 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
長
崎
・
広
島
と
同
じ
悲
劇
を
起
こ
し
て
は
な
ら
ず
、

そ
し
て
地
球
上
に
、 

第
三
の
戦
争
被
爆
地
を
生
む
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。

　
こ
こ
に
被
爆
地
長
崎
の
市
議
会
と
し
て
、 

核
の
威
力
を
背
景
と
し

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
に
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
軍
が

即
時
に
か
つ
無
条
件
で
撤
退
す
る
よ
う
、 

国
際
法
に
基
づ
く
対
応
を

強
く
求
め
る
。

　
ま
た
、
政
府
に
お
い
て
は
、 

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
、 

核
兵
器

に
よ
る
惨
禍
を
再
び
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、 

積
極
的
に
国
際
社
会
と

連
携
し
つ
つ
、
毅
然
た
る
態
度
で
ロ
シ
ア
に
対
す
る
万
全
の
措
置
を

尽
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

　
以
上
、 

決
議
す
る
。

　
　
２
０
２
２
年
３
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
市
議
会

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
対
し

厳
重
に
抗
議
す
る
決
議

令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
構
成
割
合（
単
位
：
百
万
円
）

当　初
※15ヶ月
当　初
※13ヶ月
当　初
当　初
当　初
※14ヶ月
当　初
※15ヶ月

2 0 , 0 2 9
2 2 , 7 8 2
2 1 , 7 6 6
2 2 , 8 6 9
2 8 , 7 3 4
3 5 , 6 7 0
3 5 , 2 6 4
3 6 , 2 1 7
24 , 5 31
26 , 6 57

▲11.5％
0.7％
8.7％
14.2％
32.0％
24.1％
▲1.1％
1.5％
30.4％
24.4％

平　成　29　年　度

平　成　30　年　度

令　和　元　年　度
平　成　２　年　度

令　和　３　年　度

令　和　４　年　度

投資的経費の推移
区　　　　　分 予算額（百万円） 対前年度比

※

※

※国の経済対策等に伴う13～15ヶ月ベースでの予算額

諸収入
6,069
2.8％

使用料・手数料
3,873
1.8％

地方交付税
37,465
17.3％

国庫支出金
56,228
25.9％

市債
19,126
8.8％

県支出金
13,855
6.4％

その他の
依存財源
12,714
5.9％

市税
53,927
24.9％

その他の自主財源
13,453
6.2％

歳入
216,710
（百万円）

依存財源139,388
64.3%

自主財源77,322
35.7%

繰出金
14,087
6.5％

貸付金及び
出資金
3,943
1.8％ 扶助費

83,012
38.3％

人件費
27,935
12.9％

公債費
24,845
11.5％

投資的経費
24,531
11.3％

物件費
25,162
11.6％

その他
13,195
6.1％

歳出
216,710
（百万円）

義務的経費135,792
62.7%

投資的経費24,531
11.3%

その他の経費
56,387
26.0%

区
域
で
あ
る「
江
平
・
山
里
区
域
」に

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
設
す

る
た
め
、整
備
工
事
を
行
う
も
の
。

設
置
場
所
：

　里
中
野
郷
会
館
跡（
天
主
公
園
横
）

構
造
・
延
床
面
積
：

　鉄
骨
造
平
家
建 

約
１
０
０
㎡

◆
児
童
福
祉
等
施
設
整
備
事
業
費 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー (

淵
・
緑
が
丘
区
域)

…

２
，２
０
０
万
円

　淵
・
緑
が
丘
区
域
に
あ
る
緑
が
丘

地
区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ピ
ク

ニ
ッ
ク
」は
、旧
図
書
セ
ン
タ
ー
の

建
物
内
に
設
置
し
て
い
る
が
、老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、新
た
な
場
所
に

移
転
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、長
崎

市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

に
お
い
て
、区
域
内
で
機
能
を
確
保

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
の
既
存
施
設
を
活
用
し
、地
域
の

意
向
も
確
認
し
た
う
え
で
、利
便
性

の
よ
い
場
所
で
あ
る「
ブ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
１
階
の
旧
レ
ス
ト
ラ
ン
」に

移
転
す
る
も
の
。

◆
民
間
保
育
所
等
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費(

民
間
保
育

所
、認
定
こ
ど
も
園
、小
規
模
保
育
事
業
所
、

病
児
病
後
児
保
育
施
設 

認
可
外
保
育
施
設)

　…

（
Ｒ
３
）８
，２
４
８
万
１
千
円

　…

（
Ｒ
４
）１
億
７
，２
４
４
万
６
千
円

　（
う
ち
、拡
大
分
８
，０
０
０
万
４
千
円)

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、病
児
保

育
施
設
に
お
い
て
、マ
ス
ク
や
消
毒

液
等
の
衛
生
用
品
や
感
染
防
止
の

た
め
の
備
品
等
を
購
入
す
る
と
と

も
に
、民
間
保
育
所
等
に
対
し
て
、

マ
ス
ク
や
消
毒
液
等
の
衛
生
用
品

や
感
染
防
止
の
た
め
の
備
品
等
の

購
入
費
用
を
補
助
す
る
。

　併
せ
て
、病
児
保
育
施
設
に
お
い

て
、職
員
が
感
染
症
対
策
の
徹
底
を

図
り
な
が
ら
事
業
を
継
続
的
に
実

施
し
て
い
く
と
と
も
に
、民
間
保
育

所
等
に
対
し
て
、同
様
に
事
業
を
継

続
的
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
必

要
な
経
費
を
補
助
す
る
。

（
拡
大
分
）感
染
症
対
策
の
た
め
の

改
修（
ト
イ
レ
、非
接
触
型
の
蛇
口

の
設
置
等)

に
か
か
る
費
用
を
補
助

す
る
。

◆
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例

事
業
費

…

２
億
８
，３
５
７
万
６
千
円

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
と
子
ど
も
へ
の
対
応
が

重
な
る
教
育
・
保
育
現
場
等
の
最
前

線
に
お
い
て
働
く
職
員
の
処
遇
の

改
善
の
た
め
、特
定
教
育
・
保
育
施

設
、特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
、放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、母
子
生
活
支
援

施
設
に
勤
務
す
る
職
員
を
対
象
に
、

令
和
４
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の

収
入
を
３
％
程
度（
月
額
９
，０
０

０
円
）引
き
上
げ
る
た
め
の
措
置
に

か
か
る
費
用
を
補
助
す
る
。


